
北海道の女性活躍推進に向けた取組について
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対象：社会参画を希望する女性（個人）

目的：柔軟性のある社会参画の方法を紹介することに
より女性の社会参画を推進する気運を醸成する
とともに道民の意識改革を図る

１ 全道版（札幌市）
平成30年10月10日(水)～12日（金）

２ 地域版（釧路市）
平成30年11月9日(金)～10日(土)

３ 内容
（１）働き方を見る…「先輩のビジネス体験」
（２）社会参画について学ぶ…「女子の社会参画セミナー」
（３）体験する…「アクションICHIBA」
（４）仲間と繋がる…「コーディネーター配置」
（５）就労に課題を抱える女性の実態を把握するため、
本イベント参加者に向けた社会参画への意識、就業等
に向けた条件等についてのアンケート調査を実施

１ 女性の社会参画の実例を見て学べるイベント

「アクションＨＩＲＯＢＡ」の開催
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対象：主に企業・団体向け

目的：地域課題の共有、地域での気運醸成、
連携促進

• 北海道を4つのブロック（道央、道南、道北、
道東）に分けて開催
平成30年度は道内3カ所で実施
北見市（道東）10月22日
札幌市（道央） 2月 1日
函館市（道南） 2月27日

• 主催はブロック内の開催地の各（総合）振興局
（全道では14の（総合）振興局）

• 市町村等にも案内
出席依頼とともに周知等についても協力依頼

２ 女性活躍に関する地域連携セミナーの開催
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★女性のあらゆるライフステージにおける様々な困り
ごとについてコンシェルジュ（支援員）が相談対応、
適切な窓口につなぐことにより解決に向け支援

• 道立女性プラザ内に設置、支援員１名常駐

• 開設日 月火木金10時～16時 水土10時～13時

• 専門家相談日の設定（起業、子育て、介護）

• ロールモデルを活用したメンター制度の導入
（現在メンター12人。メールによる相談を実施）

• 広報・ＰＲの拡大による利用促進
（地域連携セミナー、札幌市主催のさっぽろ女性応援
festa等イベントの際来場者に対しチラシを配布）

３ 北海道女性の活躍支援センターの開設（平成27年10月）
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• 女性活躍に関する支援情報やロールモデル等の
紹介

• フェイスブックによる情報発信・交流促進、
市町村・団体による情報発信、女性の活躍応援
自主宣言、リンケージメッセージの掲載

• 各市町村もホームページのイベント情報に投稿
することが可能

４ ポータルサイト「北の女性★元気・活躍・応援」サイトの運営
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【参考】ロールモデル集「北の★女性からのメッセージ」

・平成27年度～29年度の3カ年作成

・延べ160件のロールモデルを紹介

・ロールモデル選定にあたっては、市町村、振興局、北の輝く女性応援会議メンバー、
報道機関、メディア等の協力を得て情報収集

・ロールモデル集は道内市町村、郵便局に配布したほか、「北の輝く女性応援会議」構成員
の協力を得て、銀行、信用金庫の待合スペース等に配置
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・第一生命保険株式会社との包括連携協定
（H28.1）年２～3回「女性活躍推進
セミナー」を共催

・在札米国領事館と協働し女性活躍セミナー
開催

・札幌市主催「さっぽろ女性応援festa」に
女性の活躍支援センターの相談ブース出展
協力

・北海道新聞社 北海道の働く女性応援
プロジェクト「ＨＡＴＡＪＯラボ」への協力

５ 多様な主体との連携
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